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施設サービス
●特別養護老人ホーム
エルホーム芦屋（定員86名）

●老人保健施設
エルステイ芦屋（定員35名）

●ケアハウス
エルライフ芦屋（定員40名）

在宅サービス
デイサービスセンター
エルホーム芦屋（一般・認知症対応）

●訪問リハビリ
エルステイ芦屋

●ショートステイ
エルホーム芦屋（定員14名）

●ホームヘルプサービス
●居宅介護支援事業

★

デイサービス
の取り組み
です



料理療法を取り組むきっかけ

Ｈ29年度の食事レクリェーション

４月（月・木） ホットケーキ

5月（月） 一銭洋食焼き定食

7月（木・金・土） フルーツゼリー

8月（月・火・水・木・金・土） かき氷

9月（火） そうめんといなりずし

10月（月・土） 焼き芋

11月（水） ハンバーガー＆フライドポ
テト・干し柿

12月（月・金・土） クリスマスケーキ

１月（金） 押しずし

2月（木） 寄せ鍋

レクレーションの内容を分析し、ご利用者ごと
の表情であったり、会話の内容も振り返って記
録していたため、せっかくであればこの内容を
発展させ、評価フォーマットを作り、料理療法と
いう形でご利用者様のQOLの向上に貢献でき

ないかと考え、以前より料理療法に取り組んで
いた特別養護老人ホーム セントポーリアに見
学をさせていただき、ご教授頂きました。



料理療法とは

定義

「料理活動を介して心身の障害の
機能回復・症状の改善や、情緒の
安定、豊かな人間関係の構築と
生活の質（QOL)の向上を目指すも
の」

湯川夏子 人間生活工学,6（1）,6-9（2005）



料理療法の流れ
個人アセスメント

計 画

実 施

評 価

生活の質（ＱＯＬ）の向上

ケアへの継続

Plan

Do

Check

Action

食事レクレーション
とは違い、個人の
アセスメントを行い、
目標を設定し、それ
に対応した内容を
計画し、実施後に
は評価を必ず行い
ます。そして、次回
に向けて振り返りを
おこないます。



個人の評価項目

1.表情

2.参加意欲

3.集中力

4.発言

5.他の参加者との交流

6.包丁の使用

料理療法全体の評価項目

1.メニューの適合性

2.参加者の選び方

3.会話の活発さ

4.支援方法

評価方法について



４月 あんまん

平成30年度の料理内容

生地を捏ねて、伸ばし
餡を包む

みなさんの前で蒸し器で
蒸しあげ、湯気とあんま
んの良い香りに出来上
がりを心待ちにされてい
ました

あんまんの上には、ピン
ク色の桜の塩漬けをの
せて完成。「ヨモギあん
まんやね」「豚まんもいい
ね」と次回を期待されて
いました。



まずは作り方の説明です 生地を捏ねます

作業の流れ
のばしてトッピング

厨房で焼きます出来上がり

こんなん作れ
るんやろか。。。

しんどいわぁ。
まだこねるん？
（＞＜）

どんだけのせ
たらいいん
（？。？）

楽しみやなぁ♪うわぁ。ピザ
やぁ。えぇ匂い
（＾０＾）

５月 ピザ



おにぎり
具をまぜて、おにぎり
を作る
鉄板焼き
お好み焼きを焼く

６月 鉄板焼きとおにぎり
お好み焼きは、昔お好み焼き屋さんをされていた、ご利用
者様がおられ、その方に豚肉の焼き加減や、ひっくり返す
タイミングなどアドバイスを頂きながら、焼きました



7月 あんみつ

棒寒天を煮溶かし、冷し
固める。トッピングの白玉
作りと餡を丸める

棒寒天を使ったあんみつ作りを行いました。

ご利用者様との日常の会話の中で粉寒
天よりも棒寒天の方が馴染があると感じ
たからです。寒天にフルーツ缶、あんこと
絹ごし豆腐を加えた軟らかい白玉団子を
添えて、抹茶のシロップをかけて召し上
がって頂きました。



毎月1回、食事レクリェーションと合同で行っている。

実施日ついて

対象者について

各曜日で2名程度を対象者としている。
月：Ｈ様 木：Ｏ様・Ｋ様
火：Ｋ様・Ｙ様 金：Ｔ様・Ｓ様
水：Ｋ様 土：Ｋ様・Ｙ様

★月曜日の方が4月と9月に料理療法を
実施。火曜日の方は、5月と10月に
実施etc.

今後の課題

１年に２回しか評価出来ない

★さらに、通常のレクリェーションも行っている。

人員配置のバランス



ボランティア用のマニュアルボランティアの活用

人手不足の解消として、料
理ボランティアグループを新
たに作り、料理療法の際に
は見守りを含めたお手伝い
をしていただいている

ひとり一役活動の方々



料理療法のPR （情報発信）

○デイサービス家族交流会

○デイサービス運営推進会議

○介護支援専門員芦屋支部（機関紙掲載）○料理ボランティアの方の口コミ



お一人お一人が料理活動を通して
「その人らしく」生活できるよう寄り添
いながら、少しでも在宅生活が支援
できるよう頑張りたいと思っています。

ＱＯＬ
の向上

料理療
法

園芸療
法

地域と
のつな
がり

回想法

今後の目標

郷土料理や我が家の食
卓内容を思い出していた
だき、メニューを考える

自分達で育てた農作物
を使って料理をする

地域ボランティアの方に協力して頂き、
他者とのコミュニケーションを増やす

認知症の方も参加して
頂き、評価回数の増大・
活動の継続



ご清聴ありがとうござい
ます。今後もどんどん進
化させていきます！！


